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1 は じ め に

岩手県南部における野菜振興には高収益作付体系を前提

とした圃場の地力維持増強を図る必要がある。緑肥作物と

して従来から夏秋型野菜跡の冬期休耕畑に利用されている

ライムギ (ペ トクーザー)と 比較しながら新作物ライコム

ギ (ア メリカ育成)の特性について検討した。

2試 験 方 法

(1)試験年次 播種 :昭和62年 ,刈取り:昭和63年

0)試験場所 岩手農試県南分場沖積土壌

13)供試品種  (標準)ラ イムギ (ペ トクーザー)

(比較)ラ イコムギ :

B・ 631J,GRACE. B・ 858,

B・ 943, JENKINS, B・ 756

“

)耕種概要

1)播種期   10月 7日

表 1 生育及び生草重 (地上部・地下部 )

から掘り上げ,水洗後に根の表面水分を除去 して計量した。

(1)出穂期 ベ トクーザーに比較 して,B・ 631Jは 1

日早 く, GRACE, B・ 858は 1～ 2日 遅 く, B・ 943

1ま 9日 , JENKiNS, B・ 756は 15～ 16日 llEか った。

ライコムギの出穂期はベ トクーザーに比べ 1～ 2日 前後と

かなり遅い品種に分類された。

0)草丈・ 茎数 ,出穂期における草丈はペ トクーザー

2)播種法   条播 :畦幅70m。 播幅10m

3) 播種量     8″ /10`
4)施肥量 (0/10α )N:4(基 肥)+4(追 肥),

P205:10(基 肥),K20:
10(基肥)

5)刈取時期 出穂期

3試 験 結 果

ライムギの青刈緑肥作物として利用する場合の栽培法に

準じて,ラ イコムギを栽培し,その特性について検討した。

試験年次における根雪日数は平均の68日 間に比べ,18日

短い50日 間であった。そのため,各供試品種とも寒雪害の

発生は極めて少なく,葉先枯れがみられる程度で越冬株も

十分確保された。

表 1に 出穂期におけるライムギ及びライコムギの生育と

総重 (地上部と地下部),乾物量 (地上部)を示 した。

なお,地下部の調査は 1プ当り,地下部10～15mの 深さ

(刈取時期 :出穂期 )

(lHm)に 比較 して,出 穂の最 も遅 いJENKiNSは
31卸高く,他の品種は8～20m低い。茎数はB・ 858,B・

943,B・ 756が多 く推移 した。観察ではライコムギの稗

径はペトクーザーに比べ,太い傾向であった。

3)総重 地 上部はペ トクーザーに比較 して,B・ 631

J・ 6%, GRACE・ 24%, B・ 858・ 31%, B・ 943・

53%, JI〕 NKiNS・ 57%, B・ 756・ 32%で あ った。
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図1 出穂期と総重 (地上部+地下部 )

供試したライコムギの品種はいづれもライムギょり多収で

あった。

地下部はペトクーザーに比較して,ラ イコムギはいづれ

の供試品種とも重かった。特に出穂の遅いB・ 943,」 E

NKiNS,B・ 756は 65～ 175%も 重 いのが特徴 的で
,

総重比でも204～269%で あった。 したがって,総重はラ

イコムギが 8～74%多収であった。

に)乾動重 地上部の乾物生産量 はB・ 631J,CRA
CEがほぼペ トクーザー並みで,他の品種はいづれも高く

,

出穂の遅い」ENKiNSが 45%多収であった。乾物生産量も

ほぼペ トクーザー並から多収を示すので,緑肥としての用

途はもちろんであるが,飼料作物として有望と思われる。

(5)病害 ペ トクーザーに比べ,ラ イコムギはさび病は

少ないが,う どんこ病,赤かび病が多い傾向であり,黒穂

病についてはB・ 858に微量の発生が見られたが,他の品

種には見られなかった。

表 2 特性調査 (出穂期 )
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4 ま  と  め

以上の結果から,新作物ライコムギは岩手県南地方でも

出穂期ころまで緑肥作物として利用可能と考えられる。

(0 総重でライコムギはライムギに比較 して多収で,特
に地下部重が多いのが特徴である。また,地上部の乾物生

産量も多いことから家畜の飽料 (青草,乾草,サ イレージ

利用)と しても有望と思われるが,今後の検討を要する。

2)緑肥として利用する場合に,越冬後の早い鋤込み

(5月 上～中旬)に はベ トクーザー並に生育の早いB・

631」 ,GRACE,B・ 858が ,遅 い時期の鋤込み (5
月 中～下 旬)は B・ 943,」ENKiNS,B・ 756が 適

する。

0)出穂頃のライコムギはライムギに比較 して,病害抵

抗性は強いとはいえないので,緑肥利用のみでなく付加価

値を高めるために飼料作物として利用する場合は耐病性品

種が望まれる。
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